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「「ああししたた葉葉ポポリリフフェェノノーールル  CCHHAALLSSAAPP」」のの抗抗メメタタボボリリッッククシシンンドドロローームム作作用用  

＜＜ヒヒトト試試験験＞＞  
 

試験内容 

 

１．目的 

あした葉ポリフェノール CCHHAALLSSAAPP の摂取による抗メタボリックシンドローム作用の検証。 

 

２．試験方法 

CHALSAP-P8（総カルコン含量 8％以上）とプラセボを摂取するグループに分け、毎夕食後に８週間連

続で摂取した。 

試験はダブルブラインド方式で実施した。 

試験開始前、２、４、８週目に採血及び生理学的観察（腹囲径、体重）を実施した。 

又、試験開始前と８週目にＣＴスキャンによる内臓脂肪面積を測定した。 

 

３．試験対象者 

健常男性１５名 （平均年齢：３８歳，ＢＭＩ：２４ ± ３．２） 

試 験 食 群 ＝ １０ 名 

プラセボ食群 ＝   ５ 名 

 

４．試験食品 

試 験 食 群： CHALSAP-P8 入りハードカプセル （２００ mg／日） 

プラセボ食品： 難消化性デキストリン入りハードカプセル （２００ mg／日） 

 

５．試験結果 

５－１） 腹囲径及び体重 

腹囲径及び体重の平均変化率をグラフに示した（図１Ａ，Ｂ）。 

腹囲径、体重ともに試験食群の平均変化率は有意な減少を示した。 

５－２） 内臓脂肪量 

内臓脂肪面積の平均変化率をグラフに示した（図２Ａ）。 

試験食群の平均変化率は減少傾向を示した。 

併せて、内臓脂肪の減少をＣＴスキャン画像で比較した（図２Ｂ）。 

 

６．結論 

あした葉ポリフェノール CHALSAP の摂取による腹囲径及び体重の有意な減少が確認された。これらの

減少は、内臓脂肪の減少によるものであることが判った。尚、内臓脂肪量が高めの被験者は減少率が

大きかったが、正常域の被験者では大きな変化はなく、内臓脂肪が減少し過ぎることはなかった。一

方、血液の生化学的な異常値および健康面への影響は見られなかった。 
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図２ 内臓脂肪面積平均変化率(A), CTスキャン画像の比較(B) 
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本資料の一部または全部を許可なく無断で転載することを禁じます。

図１ 体重の平均変化率(A), 腹囲径の平均変化率(B) 
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■赤色の部分が内臓脂肪です 


